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◆ 環境施設見学会（社会） 
 12 月 10 日（火） 平成７年から

産・官共同で研究を進め、平成13年

７月に事業が開始された、太平洋セ

メント㈱熊谷工場の「ごみ焼却灰の 

◆勉強会ｰ川越の水循環を調べるｰ

（自然） 
 12 月 14 日（土） やまぶき会館

会議室で「わが街川越の地層を知る」

と題して、県環境ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ堀口萬吉

氏を迎えて講演会を開催した。（参

加者４３名） 

 
 
 
 
 
 

 最近の事業報告から 

◆北公民館かんきょう祭り 
に参加（全体） 
 10月27日（日）に開催。展 
示を主として団体参加し、かわ 
ごえ環境ネットをPRした。 
 
◆第 3 回法令研修会（社会） 
 「みどりの保全・創生に関わ 
る法令」をテーマとして、11月 
8日（金）やまぶき会館会議室 
で開催。 緑地の保全と整備か 
ら、市の緑化行政、自然再生事 
業にいたるまで多くの資料によ 
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り、多岐に亘る緑化の難問題を 
認識した研修会であった。 
（参加者18名） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 2 回公園整備課との話合い

（自然） 
 11月13日（水） 市役所会議

室で行い、郭町浄水場南側の公園

化の提言を主題に話合った。な

お、市側から提言書よりも要望書

の形がよいのではとの発言があ

った。（出席者5名） 

◆第2回くぬぎ山フィールドワーク

（自然） 
 12月8日（日）くぬぎ山再生計画

のうち、川越エリア内の林や道路の

状態、産廃関連や墓地等の設備の現

状を調べた。 
 調査後の話合いで①道路の不正使

用について市に是正要望書を出す。

②くぬぎ山アンケートは会員に郵送

で募る。の 2 点を確認した。（参加

者9名） 

※各報告の詳細や資

料については、事務

局までお問い合わせ

ください。 

セメント資源化システム」を研修、

帰路は騎西町の埼玉県環境科学国際

センターを見学した。 
 ごみ焼却場から出る、ばいじん（飛

灰）と焼却灰をセメント原料の粘土

代替品にするという、最終処分場の

延命化が図られるシステムである。

なお、川越の焼却灰も一部処理され

ている。（参加者１８名） 
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    団体会員の紹介 

 不老川を守る会            連絡先 事務局（川越市環境保全課環境衛生係内） 

                              ℡ 049‐224‐8811（内線2621） 
 
  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 不老川は、東京都瑞穂町を源流として、入間市、

所沢市、狭山市を通過して、川越市南部の福原地区

を中心に流下し、岸町 1 丁目地内で新河岸川に合流

する一級河川です。 
 当会（会長 栗原博司）は、不老川、久保川及び

今福掘（川）の快適で住みよい環境をつくり、もっ

て市民に親しまれる河川とすることを目的に、流

域・近隣の自治会によって昭和６３年に設立された

市民団体です。 
 当会設立のきっかけは、昭和５８年度から３年間

当時の環境庁の調査で、水質汚濁の全国ワースト１

となったことにあります。 
 主な活動は、チラシ等の配布による生活雑排水の

浄化啓発を中心に、沿岸の清掃、不法投棄防止の啓

発等です。 

 なお、平成元年 5 月には、川越・狭山・入間・

所沢の４市６市民団体で「不老川浄化市民団体連

絡会」が結成され、行政組織を越えた浄化活動が

展開されています。 

みどり会自治会               連絡先 〒350‐1101 川越市的場2173‐10 

                           会長 中根定夫 ℡ 049‐231‐1770 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みどり会は、東武東上線霞ヶ関駅の北側、的場地区

の一千世帯あまりの自治会です。 
 環境問題はやはり大きな課題であり、悩みの種です。

自治会内を５５の班に分け、班単位に交替で、５０ヶ

所余りのごみ集積所のチェックや清掃をしています。

ごみ集積所には、分別ごみの種類、収集日を明記した

看板を設置し、ごみ出しのルールが理解されるように

なっています。しかしながら、野良猫やカラスによる

散乱、一部にはルールを守らない人もいるので、具体

的な対策を検討し取り組んでいます。 
 また、毎年 6 月に、自治会役員とボランティアによ

る害虫駆除を実施しています。一軒一軒の軒先まで消

毒ホースを持っていき、丹念に消毒します。昨年は８

０軒以上の申込みがあり、１日で 1,400 本の庭木を消

毒しました。「虫が少なくなった。」との声が多く、か

なり効果があるようです。 
 こうした、地域住民が一体となって環境面にやさし

い事業を展開して、「みどり会に住んでよかった。」と

いわれる、明るい住みよい地域づくりのための努力を

続けたいと思っています。 
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   会員アンケート速報      ～アンケートに寄せられた意見・要望等～ 

その１ 一般活動アンケート  （／）内は、問９かわごえ環境ネットの将来像に対するその他

項目を含めた意見欄記入数とアンケート回答数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   事業者（２／15） 
① ムクドリが大群で騒ぎ、糞 
を落とすという理由で木が伐 
採され緑が消えていくのは寂 
しい。川越の中心地はただで 
さえ緑が少ない。地球の温暖 
化防止にも緑や土が必要と聞 
いているが…。 
② 現象として認知された環境 
問題のそれぞれに対応するこ 
とも重要だが、その実践はネ 
ットがリードして各団体を統 
括、組織化して推進すればよ 
い。 
ネットの主体的活動のテーマ 
は(1)環境問題の根本原因であ 
る経済活動（生産と消費）の 
仕組みを見直し、環境にやさ 
しい手法を模索(2)公共事業の 
目的と手法を環境保全と再生 
の観点から見直し(3)これらに 
ついて行政に提言、協同体制 
で実践活動すること、にある。 
 

  民間団体（７／17）
① 子どもたちも一緒に活動で 
きるように進めてほしい。 
② 委員会の出席者が少なく一 
部の人の会合になっている。 
日程、時間よりも内容に問題 
がある。ネットの目的がわか

らなくなっている。 
③ ネットの性格上組織は事務 
局であるべきで、現在の過度 
的な組織は改変する。個人会 
員も団体活動に参加し、ネッ 
トは情報提供などで団体活動 
をサポートし、団体が資金や 
人的な面で実施できないフォ 
ーラムなどの大事業を行う。 
④ 地に足のついた活動が必要 
現場調査や分析、対処方針を 
具体的に提言し市民に問い、 
政策化して実現する。その後

のフォローまで見届け、市域 
全体を考える。 
⑤ アースデイへの出展ご苦労 
さま今後とも協働を深められ

るよう願っている。 
⑥ 現在、自然と社会の２部会 
になっているが本来は分ける 
べきでない。様々な事例はあ 
らゆる事柄が関連している。 
構造改革したい。専門部会も 
増やしたい。 
⑦ 河川敷等不法投棄監視の任 
務付与（希望ベースで）がで 
きないか。監視及び指導の腕 
章を発行するとか。 

 

 

 

 昨年10月に実施した

「会員アンケート」への

ご協力ありがとうござ

いました。本号では皆さ

まから寄せられた貴重

なご意見ご要望を掲載

し、速報とさせていただ

きます。 
 詳細は、2月1日の「環

境フォーラム」で発表し

ます。 
   個 人（15／34） 
① もっと広く市民参加が得ら 
れる努力と外部情報の取り入

れと交流を。 
② 組織（会則含む）の改革を。

③ どうしたら定例会等に参加 
してくれるか対策を。 
④ 会員の活発な活動に敬服。 
⑤ 事業目標（計画）が大きす 
ぎる。環境の分野別グループ 
化を図り小活動を進め、発表 
会等でレベルアップする。 
⑥ 広報活動の効率化、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄ毎に関係団体が集まり個  々
の問題を解決していき、成果

をフォーラムで報告する。 
⑦ 決まったメンバーしか参加 
しないと聞く。単発でテーマ 
を設けて気軽に参加できるワ 
ークショップがあるとよい。 
今、川越にどんな環境問題が 
あって何をしたらいいのか見

えてこない。 
⑧ 全体像を把握していないの 
でしばらく静観中。 
⑨ どちらの委員会にも属さな 
い会員に対する配慮、情報の 
共有、委員会に入る方法等。 
⑩ 最近、多忙で参加できない。

⑪ 提案活動が実際にどのよう 
になされたのか、フォローの 
ための視察をしたい。 
⑫ 自分（家庭）環境の変化で 
参加や行動ができない。 
⑬ 幼・小・中・高・一般（社 
会）を通じての環境ボランテ

ァ活動の組織化が必要。 
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その２ 広報活動アンケート （／）内は、問１０ホームページと「会員通信」の将来関係につ 
いてのその他項目を含めた意見欄記入数とアンケート回答数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   個 人（12／34） 
① 事業者、民間団体の参加、利用 
方法の改善を。 
② パソコン不所持でホームページ 
を見ることができない。 
③ ホームページはニュース（これ 
からの活動）と会議録など情報蓄

積の場の機能を。会員通信は会員

外（市内外）の人が見ても参考に

なる、会の存在を伝える戦略紙と

する。 
④ 会合行事に参加できないので、 
会員通信には目を通している。ネ

ットがどんな活動をしているの

か、どんな方向に進むのか通信が

頼りである。 
⑤ 内容は努力されている。民間 
団体、事業者の記事が不足。発行

日の日付を大きくし、号数カウン

トも入れてほしい。 
⑥ 会員通信は身近な情報として 
大事、環境情報をグループや友人

などにも伝えていく。 
⑦ 単なる会員内のページではなく 
市民向けのページを（ｻｲﾄ構成の追

加）。コミュニテｲツールを使い情

報交流を図る（情報交流システ

ム）。 
⑧ HP上に掲示板が必要。 
⑨ 会員通信の発行は大変、年4回 
の定期発行がよい。 
⑩ ホームページが見れなくておく 
れていても、自然環境のよいとこ

ろで仙人のような暮しがしたい。

そのため地球環境の悪化は放って

おけず環境ネットに参加した。 
⑪ 役員の活動に感謝。 
⑫ 実参加していない会員に進捗状 
況を知らせる会員通信は大切。団

体の紹介や行事予定は減らす。委

員会の活動ﾃｰﾏに担当者名を入れ

て報告する。 

 
 
 
 
 

  民間団体（６／17） 
① 現在はＩＴ時代とはいえ、パ 
ソコンを持っている人は少な

い。ましてインターネットやＥ

メールをやっている人はさらに

少ない。会員通信は会員相互の

交流の場であるならば現状のま

までよい。別に一般市民にＰＲ

や参加を促すなら名称や内容を

変更すべき。 
② 市の環境基本計画に基づき市 
民、事業者、行政の協働として

スタートしたネットであるがそ

れぞれの関わりが十分とは言え

ない現状である。個々の積極的

参加を促す、魅力ある活動をす

るための努力が必要である。 
③会員通信を市民向けとし、ホ

ームページを見ることができな

い人に配布する。また、広報委

員会の必要性、役割を再検討す

る。 
④広い範囲の会員から意見が出

るような環境を。ホームページ

はよくできている。クローズの

ML（管理人の承認が必要な）が

できるといい。 
⑤市民が理解するようもっと

PRが必要。個々の自覚で一人ひ

とりが日々の生活の中で取り組

むことの一歩をスタートさせる

べき。 
⑥紙ベースの会員通信はなくす

か、発行を少なくして、必要の

都度メールマガジンを発行す

る。HPは情報共有に有効な手段

だが、メルマガで更新の通知を

する。現在、会員通信と HP が

有機的に結びついていない。い

ずれにしろHPとﾘｱﾙﾀｲﾑのﾒｰﾙ（ﾒ

ﾙﾏｶﾞ）がリンクしないと活性化

しない。 
   事業者（1／15） 
① 国、県，市の環境行政や、

研究機関や企業が開発してい

る最先端の環境関連情報及び

国際的動向など、会員が必要

とされる情報を適宜掲載され

たい。 
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   会員の広場（一言コーナー）                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 かわごえ環境ネットに仲間入り・・ 
         （個人会員 平田拓也） 

 「河童は心・水は命」を合言葉に河童連邦共和

国が誕生してから久しい。私もその国民になっ

て、現在「川越かっぱ村」（千賀村長・会員30名）

に所属しているので、市が公募した環境ネットに

は少なからず興味をもった。 

 川は、高度成長期に工場廃水のタレ流しで汚染

は極限に達したが、環境問題が世論を動かした結

果徐々に回復してきたとはいえ、年々汚れてくる

のは、上流域の乱開発の影響や河川堤防の整備に

よる流水の浄化作用低下が招いたものだといわ

れている。 

 過去に四万十川や丹波山川を訪ねた際に上流

域で河川を汚さない様々な方法で、真剣に取組ん

でいる実態を見て、感動を受けたことが鮮烈に思

い出される。 

 ヒートアイランド現象やエルニ―ニョ現象か

らオゾン層の破壊等々私たちを取巻く地球上の

環境は厳しい。当ネットも、自然環境の保護育成

のために、ビオトープ活動による水生動植物との

共生やヒートアイランド現象の緩和対策など、目

的意識をもって推進していることが強く感じら

 

リ

リ

環

等

す

ス

ス

削

境

ど

 

 みんなで「おびとき山」の再生を！ 
         （個人会員 大橋敏一） 
 現在「くぬぎ山」という雑木林は、江戸時代始

めより入植した村人たちの自給自足を支えてき

た。そこで大切に保存され、下草刈・屑はき、間

伐等の手入れが行き届いた、地主自慢の“やま”

でした。それが、経済の高度成長期を迎え、宅地・

工場の敷地等に転用され、林は減少、その上何年

たっても手入れなどせず、荒れ放題になっている

所が多い。このような林は、産廃・電化製品・家

具等の不法投棄の場となり易い。 
 そこで、雑木林の再生について私なりの考えを

述べてみたい。 
 雑木林は、おびとき（帯解）山とも言われ、７

年に１回（少なくとも 10 年に 1 回）伐採され更

新されていた。県・地域でも再生計画があると聞

くが、先ず、川越市で進めてほしい。市を中心に、

地主・市民の協力を戴いて、7 年サイクルで区域

を決め、市民が労力や資金を提供し、市中心のナ

ショナルトラスト方式で出来ないものだろうか。

そして、子どもを含む郷土の未来に夢をかけた

い。 
      （おおはしとしいち 川越市下赤坂在住） 
れて嬉しい。 

 これからも、微力ながら仲間入りした河童とし

て、再び私たちが棲める清流を取戻すべく応援し

ていきたいのです。 

        （ひらたたくや 川越市古谷上在住） 

＜環境キーワード＞ 

スクコミュニケーション 

スクコミュニケーションとは、化学物質による 
境リスク（人の健康や生態系に影響を及ぼすおそれ）に関する正確な情報を市民・産業・行政

のすべての者が共有しつつ、相互に意思疎通を図ることをリスクコミュニケーションと呼びま

。リスクコミュニケーションが促進され、リスクに関する情報が適切に共有できれば、環境リ

クをなるべく回避するように関係者自らの判断で行動することが可能となります。そのためリ

クコミュニケーションを実施することは、市民や事業者などが環境リスクを自主的、積極的に

減していくのを促す上で有効な手段となります。リスクコミュニケーションは地域における環

リスク管理を推進するために必要な手法です。決して難しいことではなく、説明会・勉強会な

による意見交換も一つのリスクコミュニケーションといえます。 
大切なことは市民や事業者など地域の関係者との協議を強化することです。 
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   各団体の１~３月の行事予定              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 
 
～～～～～事務局だより～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

❛  川越の環境を考える会 
☆ 自然観察会・芋煮会 １／11（土） 
☆ 水フォーラム ３／20（木）,21（金） 
問合せ先；志賀宣宏 ℡049-233-3460 

❛  雑木林に親しむ会 
☆ 市内めぐり １／７（火） 
☆ くずはき（浄水場そば） １／１１（土） 
☆ 冬の料理（地元食材） ２／２（日） 
☆ 里山見学（玉川村） ２／２２（土） 
☆ マグロ料理（三崎） ３／７（金） 
☆市民の森ツアー ３／２３（日） 
問合せ先；過 昌司 ℡049-246-1155 

❛  生態系保護協会（支部） 
☆探鳥会（伊佐沼） ２／９（日） 
☆探鳥会（大田ヶ谷） ２／１６（日） 
問合せ先；笠原啓一 ℡049-222-0957 

❛  川越市 
☆川越の樹めぐり（市民環境調査） 

 １／26（日）午前９時～午後４時 

問合せ先；環境政策課 ℡049-224-8811(内2612)
掲示板 

全体事業   ◆第 1 回「かわごえ環境フォーラム」を、2003 年 2 月 1 日（土）市民会館会議室で開催

します。詳細は別途開催通知等でお知らせしますが、会員以外の有志の方もお誘い

のうえ、多数ご参加ください。 
         ◆ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講演会（環保連主催）が 2 月 14 日（金）に予定されています。 
社会環境推進委員会  ◆第４回法令研修会「川越市の EMS」は、２月下旬に開催予定です。 
自然環境委員会  ◆「川越の水循環を調べる勉強会」の第 2 回は、1 月２３日（木）に開催します。 
             ◆「市民の森見学会」は、3 月下旬に実施を予定しています。 

◆＜くぬぎ山アンケート＞にご協力ください。回答期限は 1 月中旬までです。 

❛  武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 
☆ 森林公園観察会 

１／５（日）２／１９（水）３／２８（金） 
☆動植物調査 毎月第 1 月曜日 

☆ 自然観察会 

 １／5（日）２／２（日）3／２３（日） 
問合せ先；谷津弘子 ℡049-224-9118 

あけましておめでとうございます。新年を迎え皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。 
さて、かわごえ環境ネットでは、リスクコミュニケーションのモデル事業を埼玉県から受け、実施に向

け準備を進めています。まずは講演会と、工場見学等を予定しています。ネット会員であれば、どなた

でも参加できます。詳細は後日、日程等が決まりましたらお知らせします。ぜひご参加ください。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～広報委員会だより～～～ 
 あけましておめでとうござます。皆様お健やかによいお年をお迎えのこととお喜び申し上げます。日 
頃の当委員会へのご協力に感謝申し上げるとともに、本年も旧に倍するご協力をお願いいたします。 
 昨年１０月に実施いたしました「会員アンケート」は、１２月中に集約を終り、特に多数の皆様から寄せ 
られたご意見ご要望等は理事会でもその概要を報告しておりますが、アンケート調査結果の全容につ 
きましては、2 月1 日に開催される第1 回かわごえ環境フォーラムで報告させていただきます。－吉－ 
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